
 

1 

 

中

秋

偶

成

其

一

 

横

山

峯

雲 

 

藍

天

明

浄

素

秋

通

、 

碧

緑

松

蹊

林

樾

風

。 

黄

葉

随

風

江

面

上

、 

紅

墻

邀

客

楽

融

融

。 

 

中

秋

偶

成

《
ち

ゅ
う

し

ゅ
う

ぐ

う

せ

い

》
其

《
そ

》

の
一

《
い
ち

》 

横

山

峯

雲

《
よ

こ
や

ま

ほ

う

う

ん

》 

 

藍

天

《
ら

ん

て

ん

》

 

明

浄

《
め

い

じ

ょ
う

》
に

し

て
素

秋

《
そ

し

ゅ
う

》
通

《
つ
う

》
じ

、 

碧

緑

《

へ
き

り

ょ
く

》

 

松

蹊

《
し

ょ
う

け

い

》 

林

樾

《
り

ん

え

つ

》
の
風

《
か

ぜ
》。 

黄

葉

《
こ
う

よ

う

》
風

《
か

ぜ

》
に

随

《
し

た

が

》

い

て
江

面

《
こ
う

め

ん

》
の
上

《
う

え
》、 

紅

墻

《
こ
う

し

ょ
う

》

 

客

《
か

く

》
を

邀

《
む

か

》
え

楽

《
た

の

》
し

み

融

融

《
ゆ

う

ゆ

う

》
た

り

。 

 



 

2 

 

（
題

意

） 
仲

秋

に

た

ま

た

ま

詩

を

作

る

其

の
一 

 

（
詩

意

） 

青

空

が

広

が

り

、
浄

い

こ

と

こ

の
上

な

く

、

つ

い

に

秋

の
季

節

が

や

っ
て

き

て

、 

深

緑

の
松

の
小

道

に

は

林

を

抜

け

る

風

が

吹

い

て

い

る

。 

黄

色

い
葉

は

風

に

舞

い
散

っ
て

、
川

面

に

漂

い

、 

紅

く

な

っ
た

垣

根

の
我

が

野

亭

に

、
客

を

迎

え

て
楽

し

く

ゆ

っ
た

り

し

て

い
る

。 

 

（
注

釈

） 

・
中

秋

偶

成

：
仲

秋

に

た

ま

た

ま

詩

を

作

る

。 

・
藍

天

：
青

空

。 

・
明

浄

：
汚

れ

な

く

浄

い

こ

と

。 

・
素

秋

通

：
秋

の
季

節

が

や

っ
て

き

た

。
秋

に

な

っ

た

。 

・
碧

緑

：
深

い
み

ど

り

色

。 

・
松

蹊

：
松

の
小

道

。 



 

3 

 

・
林

樾

風

：
林

の

か

げ

の
風

。 
・
黄

葉

：
黄

色

い
葉

。 

・
随

風

：
風

に

し

た

が

っ
て

。 

・
江

面

上

：
川

の
水

面

の
上

。 

・
紅

墻

：

（
紅

葉

な

ど

で

）
赤

く

染

ま

っ
た

垣

根

。 

・
邀

客

：
お

客

を

迎

え

る

。 

・
楽

融

融

：
ゆ

っ
た

り

と

楽

し

い
様

子

。 

 

（
平

仄

） 

七

言

絶

句

。
平

起

式

。
上

平

一

東

の
韻

。
○

は

平

韻

の
文

字

。
●

は

仄

韻

の
文

字

。
◎

は

押

韻

。
韻

脚

は

「
通

風

融
」。 

○

○

 

○

●

 

●

○

◎

（
韻

） 

●

●

 

○

○

 

○

●

◎

（
韻

） 

○

●

 

○

○

 

○

●

● 

○

○

 

○

●

 

●

○

◎

（
韻

） 

    



 

4 

 

中

秋

偶

成

其

二

 

横

山

峯

雲 

 

山

近

江

静

秋

彩

多

、 

天

長

地

久

欲

平

和

。 

斜

陽

暁

月

三

千

界

、 

万

物

千

姿

為

小

渦

。 

 

中

秋

偶

成

《
ち

ゅ
う

し

ゅ
う

ぐ

う

せ

い

》
其

《
そ

》

の
二

《
に

》 

横

山

峯

雲

《
よ

こ
や

ま

ほ
う

う

ん

》 

 

山

《
や

ま

》
近

《
ち

か

》
く

江

《
こ
う

》
静

《
し

ず

》
か

に

し

て
秋

彩

《
し

ゅ
う

さ

い

》

 

多

《
お

お

》
く

、 

天

《
て

ん

》
長

《
な

が

》
く

地

《
ち

》
久

《
ひ

さ

》

し

く

平

和

《

へ
い
わ

》
を

欲

《
ほ

っ

》
す

。 

斜

陽

《
し

ゃ

よ

う

》

 

暁

月

《
ぎ

ょ
う

げ

つ

》

 

三

千

界

《
さ

ん

ぜ

ん

か

い
》、 

万

物

《
ば

ん

ぶ

つ

》
千

姿

《
せ

ん

し

》
小

渦

《
し

ょ

う

か

》
と

為

《
な

》
す

。 
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（
題

意

） 
仲

秋

に

た

ま

た

ま

詩

を

作

る

其

の
二 

 

（
詩

意

） 

秋

に

な

り

山

が

近

く

に

見

え

、
川

も

静

か

な

流

れ

で

紅

葉

な

ど

色

彩

が

豊

か

だ

、 

天

長

地

久

《
て

ん

ち

ょ
う

ち

き

ゅ
う

》
を

願

っ
て

、

さ

ら

に

平

和

を

望

む

。 

落

ち

る

夕

日

や

明

け

方

に

残

る

月

、
自

然

は

広

い
三

千

世

界

で

、 

こ

の
世

の
全

て

の
物

、
多

く

の
異

な

る

姿

形

な

ど

は

た

だ

の
小

さ

な

渦

の

よ

う

な

も

の

だ

。 

 

（
注

釈

） 

・
中

秋

偶

成

：
仲

秋

に

た

ま

た

ま

詩

を

作

る

。 

・
山

近

：
山

が

近

い

。 

・
江

静

：
川

が

静

か

で

あ

る

。 

・
秋

彩

多

：
秋

の
色

彩

が

多

い

。 

・
天

長

地

久

：
天

地

が

永

久

に

か

わ

ら

な

い

よ

う

に

物

事

が

い

つ
ま

で

も

つ

づ

く

こ

と

。

（
老

子

） 
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・
欲

平

和

：
平

和

な

こ

と

を

望

む

。 
・
斜

陽

：
夕

日

。 

・
暁

月

：
暁

の
月

。 

・
三

千

界

：
広

い
世

界

。
仏

教

の
三

千

世

界

。 

・
万

物

：
す

べ
て

の
も

の

。 

・
千

姿

：
多

く

の
異

な

る

形

。 

・
為

小

渦

：
小

さ

い
渦

と

な

る

。 

 

（
平

仄

） 

七

言

絶

句

。
仄

起

式

。
下

平

五

歌

の
韻

。
○

は

平

韻

の
文

字

。
●

は

仄

韻

の
文

字

。
◎

は

押

韻

。
韻

脚

は

「
多

和

渦
」。 

○

●

 

○

○

 

○

●

◎

（
韻

） 

○

●

 

●

●

 

●

○

◎

（
韻

） 

○

○

 

●

●

 

○

○

● 

●

●

 

○

○

 

○

●

◎

（
韻

） 

 

さ

て

、
今

回

は

い

ろ

い
ろ

仕

掛

け

を

施

し

て
見

ま

し

た

。
対

句

な

ど

そ

の
仕

掛

け

を

、
見

つ
け

て

み

て
下

さ

い

。
あ

え

て

、
回

答

は

し

な

い

こ

と

に

し

ま

す

。



 

7 

 

マ
ジ

ッ

ク

も

タ

ネ

を

知

っ
た

ら

、
面

白

く

あ

り

ま

せ

ん

か

ら

。
漢

詩

の
場

合

、
漢

字

の
平

仄

、
韻

字

の
制

限

、
隣

合

わ

せ

の
行

の
平

仄

の
配

列

な

ど

、
様

々

な

規

則

で
成

り

立

っ
て

い
ま

す

。
漢

詩

は

古

代

語

な

の

で

、
日

本

人

が

万

葉

集

や

源

氏

物

語

、
平

家

物

語

を

読

む

よ

う

な

も

の

で

、
現

代

の
中

国

人

も

学

校

で
習

っ
て

、
よ

う

や

く

理

解

出

来

る

の

で
す

。
さ

ら

に

、

困

っ
た

こ

と

に

現

代

中

国

で
使

っ
て

い
る

漢

字

は

簡

体

字

と

繁

体

字

な

の

で

、
古

代

中

国

語

の
漢

字

や

日

本

の
漢

字

と

同

じ

と

は

限

り

ま

せ

ん

。
平

仄

は

古

代

の
人

の
中

国

語

の
漢

字

の
発

音

で

あ

り

ま

す

の

で

、

お

そ

ら

く

は

、
古

代

中

国

の
詩

人

た

ち

は

読

ん

で
発

音

を

し

て
楽

し

ん

だ

の

だ

と

思

い
ま

す

。
残

念

な

が

ら

、
峯

雲

は

中

国

語

の
発

音

が

出

来

ま

せ

ん

の

で

、

楽

し

み

方

が

半

減

し

て

い
る

の

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。 

次

回

を

お

楽

し

み

に

。 

 


